別記様式３
技術提案書
平成　　年　　月　　日
国立大学法人山梨大学

学長　　島 田　眞 路　　殿
住　　  　所
商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
平成２８年３月２２日付けで公告のありました山梨大学（医病他）基幹整備（機械設備）工事に係る競争参加資格に係る技術提案を、別紙のとおり提出します。

※　技術提案書等の容量が大きく添付できない場合（容量が１ＭＢを超える場合、又は図面等で圧縮すると不鮮明な場合）は、電子入札システムにより「競争参加資格確認申請書（別記様式２）」、「技術提案書（別記様式３）」及び持参とする旨等を記載した書類（書式は自由。）の３つを送信した後に、技術提案書等をファイル綴じにし、提出期限までに提出場所へ持参するものとする。なお、郵送又は電送（ファクシミリ）によるものは受け付けない。（※詳細は別紙「電子入札に関する注意事項」を熟読ください。）
別記様式３・別紙１作成要領（１）－ＶＥ提案とＶＥ提案に基づく施工計画－

	工事名
	山梨大学（医病他）基幹整備（機械設備）工事

	評価項目
	配管等の機能・強度・耐久性の確保


	総合評価落札方式に関する提案項目と記載要領

（１）提案項目
目的

配管等の機能・強度・耐久性の確保についてＶＥ提案を求める。
（２）記載要領
別記様式３・別紙１に，当該工事に採用する施工計画を提案する。
① 提案は，具体的な施工計画について，合計でＡ４版２ページ以内で該当欄に簡潔に記述する。なお，枚数には②の説明図は含まない。
② 必要に応じて説明図等（Ａ４版又はＡ３版，枚数は問わない）を添付することができる。なお，どの様式に添付するものであるか判別できるように３－１（別添）頁等を記載し，添付書式上部右側に会社名を記載する。
③ ＶＥ提案を行ったが採用されなかった場合，「標準案で施工する」か「標準案で施工しない」かの別を，同様式の上段当該箇所の□を■に置き換えて提出すること。なお，この場合「標準案で施工しない」とした者は入札に参加できない。

④ ＶＥ提案を行わない場合（当該工事を標準案に基づき施工する場合）は，同様式の上段当該箇所の□を■に置き換えて提出すること。（ＶＥ提案箇所の■は，□に置き換えること。）

（３）発注者が設定している標準案
現場説明書、設計図及び公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成25年版）、文部科学省建築工事標準仕様書（特記基準）（平成25年版）による。
（４）評価
① 入札参加者から提案される取組みに係る提案を評価する。
② 実施方法に関する内容が適正でない場合は採択しない。
③ 何も記載されていない場合は，未提出として取り扱う。
④ 採択された内容（標準案程度のものを除く）を評価する。

⑤ 提案内容は具体的なものとし，抽象的な提案は評価しない。

（５）その他
① 提案に伴う工事費の増額について，発注者は増額を行わないので受注者の責で提案すること。
② 提出された施工計画は，設計図書として扱う。受注者は，工事の施工に先立ち詳細な施工計画書を作成し，監督職員に提出する。監督職員の承諾を受けた後でなければ，当該工種に着手してはならない。また，受注者の責により，施工計画書どおりに施工が行われない場合は，是正の間，工事を一時中断する。なお，これに伴う工期延期は行わない。
③ 受注者の責により，施工計画書に不履行があった場合の取扱いは，入札説明書による。

④ 工事目的物の変更を伴う提案については，ＶＥ提案として認めない。

⑤ 評価項目に対する全提案項目数は，最大５項目までとし，これを超えた提案項目は加点評価対象としない。ただし，超過した提案項目（採用されなかったものを除く。）についても履行義務は負うものとする。

⑥ １つの提案項目には１つの着目対象に限って提案すること。複数の着目対象を記載した場合は，当該提案項目を加点対象としない。ただし，当該提案項目（採用されなかったものを除く。）についても履行義務は負うものとする。

⑦ 作成はExcelファイル又はWordファイルとし，電子媒体に保存したものを併せて提出すること。なお，説明図を含め，提案内容に会社名が特定できる記述はしないこと。



別記様式３・別紙１
（用紙Ａ４）
平成○○年○○月○○日

ＶＥ提案とＶＥ提案に基づく施工計画
会社名：
工事名　：　山梨大学（医病他）基幹整備（機械設備）工事
評価項目　：　配管等の機能・強度・耐久性の確保
■ 標記工事の施工計画については以下のとおり提案します。本施工計画が認められた場合には，本計画に基づき施工します。

なお，認められない場合は， ■ 標準案に基づき施工します。□ 標準案で施工しません。
□ 当該工事は，標準案に基づき施工します。

	提案項目
	提案内容
	期待される効果

	提案１


	
	

	提案２


	
	

	提案３


	
	

	提案４


	
	

	提案５


	
	


別記様式３・別紙２作成要領（２）－ＶＥ提案とＶＥ提案に基づく施工計画－

	工事名
	山梨大学（医病他）基幹整備（機械設備）工事

	評価項目
	配管等の切替えについての効率的・効果的な対策


	総合評価落札方式に関する提案項目と記載要領

（１）提案項目
目的

既存病院の主エネルギー配管等の切替えは安全かつ重要なものとなるため、これに対する効率的・効果的なＶＥ提案を求める。
（２）記載要領
別記様式３・別紙２に，当該工事に採用する施工計画を提案する。
① 提案は，具体的な施工計画について，合計でＡ４版２ページ以内で該当欄に簡潔に記述する。なお，枚数には②の説明図は含まない。
② 必要に応じて説明図等（Ａ４版又はＡ３版，枚数は問わない）を添付することができる。なお，どの様式に添付するものであるか判別できるように３－２（別添）頁等を記載し，添付書式上部右側に会社名を記載する。
③ ＶＥ提案を行ったが採用されなかった場合，「標準案で施工する」か「標準案で施工しない」かの別を，同様式の上段当該箇所の□を■に置き換えて提出すること。なお，この場合「標準案で施工しない」とした者は入札に参加できない。

④ ＶＥ提案を行わない場合（当該工事を標準案に基づき施工する場合）は，同様式の上段当該箇所の□を■に置き換えて提出すること。（ＶＥ提案箇所の■は，□に置き換えること。）

（３）発注者が設定している標準案
現場説明書、設計図及び公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成25年版）、文部科学省建築工事標準仕様書（特記基準）（平成25年版）による。

（４）評価
① 入札参加者から提案される取組みに係る提案を評価する。
② 実施方法に関する内容が適正でない場合は採択しない。
③ 何も記載されていない場合は，未提出として取り扱う。
④ 採択された内容（標準案程度のものを除く）を評価する。

⑤ 提案内容は具体的なものとし，抽象的な提案は評価しない。

（５）その他
① 提案に伴う工事費の増額について，発注者は増額を行わないので受注者の責で提案すること。
② 提出された施工計画は，設計図書として扱う。受注者は，工事の施工に先立ち詳細な施工計画書を作成し，監督職員に提出する。監督職員の承諾を受けた後でなければ，当該工種に着手してはならない。また，受注者の責により，施工計画書どおりに施工が行われない場合は，是正の間，工事を一時中断する。なお，これに伴う工期延期は行わない。
③ 受注者の責により，施工計画書に不履行があった場合の取扱いは，入札説明書による。

④ 工事目的物の変更を伴う提案については，ＶＥ提案として認めない。

⑤ 評価項目に対する全提案項目数は，最大５項目までとし，これを超えた提案項目は加点評価対象としない。ただし，超過した提案項目（採用されなかったものを除く。）についても履行義務は負うものとする。

⑥ １つの提案項目には１つの着目対象に限って提案すること。複数の着目対象を記載した場合は，当該提案項目を加点対象としない。ただし，当該提案項目（採用されなかったものを除く。）についても履行義務は負うものとする。
⑦ 作成はExcelファイル又はWordファイルとし，電子媒体に保存したものを併せて提出すること。なお，説明図を含め，提案内容に会社名が特定できる記述はしないこと。


別記様式３・別紙２
（用紙Ａ４）
平成○○年○○月○○日

ＶＥ提案とＶＥ提案に基づく施工計画
会社名：
工事名　：　山梨大学（医病他）基幹整備（機械設備）工事
評価項目　：　配管等の切替えについての効率的・効果的な対策
■ 標記工事の施工計画については以下のとおり提案します。本施工計画が認められた場合には，本計画に基づき施工します。

なお，認められない場合は， ■ 標準案に基づき施工します。□ 標準案で施工しません。
□ 当該工事は，標準案に基づき施工します。

	提案項目
	提案内容
	期待される効果

	提案１


	
	

	提案２


	
	

	提案３


	
	

	提案４


	
	

	提案５


	
	


別記様式３・別紙３作成要領（３）－工事全般の施工計画－

	工事名
	山梨大学（医病他）基幹整備（機械設備）工事

	評価項目
	施工上配慮すべき事項等の技術的所見


	総合評価落札方式に関する提案項目と記載要領

（１）提案項目
（施工上配慮すべき事項等の技術的所見）

工事全般において、仮設計画も含めた施工上配慮すべき事項等について技術的所見を求める。
（２）記載要領
別記様式３・別紙４に，当該工事に採用する施工計画を提案する。
① 提案は，具体的な施工計画について，合計でＡ４版２ページ以内で該当欄に簡潔に記述する。なお，枚数には②の説明図は含まない。
② 必要に応じて説明図等（Ａ４版又はＡ３版，枚数は問わない）を添付することができる。なお，どの様式に添付するものであるか判別できるように３－４（別添）頁等を記載し，添付書式上部右側に会社名を記載する。

③ 本項目については，全社が提案すること。
④ ＶＥ提案と重複しない内容とすること。
（３）発注者が設定している標準案
現場説明書、設計図及び公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成25年版）、文部科学省建築工事標準仕様書（特記基準）（平成25年版）による。

（４）評価
① 入札参加者から提案される取組みに係る提案を評価する。
② 実施方法に関する内容が適正でない場合は採択しない。
③ 何も記載されていない場合は，未提出として取り扱う。
④ 採択された内容（標準案程度のものを除く）を評価する。

⑤ 提案内容は具体的なものとし，抽象的な提案は評価しない。

⑥ 提案項目について，不適切と判断した場合は，「欠格」となり，競争参加資格を与えない。
（５）その他
① 提案に伴う工事費の増額について，発注者は増額を行わないので受注者の責で提案すること。
② 提出された施工計画は，設計図書として扱う。受注者は，工事の施工に先立ち詳細な施工計画書を作成し，監督職員に提出する。監督職員の承諾を受けた後でなければ，当該工種に着手してはならない。また，受注者の責により，施工計画書どおりに施工が行われない場合は，是正の間，工事を一時中断する。なお，これに伴う工期延期は行わない。
③ 受注者の責により，施工計画書に不履行があった場合の取扱いは，入札説明書による。

④ 工事目的物の変更を伴う提案については，提案として認めない。

⑤ 評価項目に対する全提案項目数は，最大５項目までとし，これを超えた提案項目は加点評価対象としない。ただし，超過した提案項目（採用されなかったものを除く。）についても履行義務は負うものとする。

⑥ １つの提案項目には１つの着目対象に限って提案すること。複数の着目対象を記載した場合は，当該提案項目を加点対象としない。ただし，当該提案項目（採用されなかったものを除く。）についても履行義務は負うものとする。

⑦ 作成はExcelファイル又はWordファイルとし，電子媒体に保存したものを併せて提出すること。なお，説明図を含め，提案内容に会社名が特定できる記述はしないこと。



別記様式３・別紙３
（用紙Ａ４）
平成○○年○○月○○日

工事全般の施工計画
会社名：
工事名　：　山梨大学（医病他）基幹整備（機械設備）工事
評価項目　：　施工上配慮すべき事項等の技術的所見

	提案項目
	提案内容
	標準案との相違
	期待される効果

	提案１


	
	【標準案】


	

	
	
	【提案】


	

	提案２


	
	【標準案】


	

	
	
	【提案】


	

	提案３


	
	【標準案】


	

	
	
	【提案】


	

	提案４


	
	【標準案】


	

	
	
	【提案】


	

	提案５


	
	【標準案】


	

	
	
	【提案】


	


